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  事務局からお知らせ 

＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
●‘９７サイクルカレンダー郵送をご希望の方 
 ①価  格：800円 尚、郵送をこ希筆の方は別に送料が400円かかります。 
 ②申し込み：電話またはFAXで事務局（中村）へ申し込んで下さい。 
       郵送の場合は、代金が振り込まれた後になります。 
 ③振込み先：郵便振込をご利用下さい。 
       口座番号 ００１００－９－１９００４８  東京サイクリング協会 
 
 
    
初めての｛怒涛の｝秩父オフロードラン体験記 
         ブロックラリー前ラン 〈平成８年９月８日〉 
レポート：永井 隆 
同行者：林・磯部・永井・太田 

自宅から集合場所である池袋駅まで走る。輪行の準備をしようと思っていると林さんに会う。
手伝って貰っていると磯部さんも来た。三人で西武池袋駅から乗車．石神井公園で太田さんも
合流する。飯能で降りて組み立て、出発となる。 
「有間山」めざしてヘコへコ進む。入間川沿いの道などなかなかヨシである。しかし登りは

イヤだ。途中、適格横断のおじいさんが車にひかれそうになったシーンもあったが・・・。単
調ながら楽しく走る。第一目標である有間ダムに着く。渇水でダムの水位がかなり低いところ
まできてる。持参のミネラルウォーターも大切に感じる。 
ここから本格的な山登りらしい。Iさんボヤきの微笑み。ひたすら登る。まだまだ登る。ど

んどん登る。まいった。勘弁してくれ。もう帰る・・・。色々考えながら押し歩きしては登る。
私以外の三人はタフだ。マイベース（？）でグングン登る。置いてかないで‥・ とにかくひ
たすら登ってやっと頂上に着く。林業のおじさんの話では「熊」やら「鹿」もいるらしい。 
お待ちかねの下りの道に突入！ が、しかし甘かった！。タイトル通りに初めてのオフロー

ドのため要領を得ない。未舗装絡にデカい石がゴロリ。穴がポッカリ。振動で手は痺れるし、
肘、膝の人体サスペンションも軋む。 
三氏ともガンガン下る。ここでもまた置いてけぼりだよ。 
しかし、下りの舗装路は直ぐに終わってしまい、ガッカリの一同（内心ホッとした永井）。 
再び山を下り秩父へ向かう。舗装絡の下りもまた楽し。 
浦山口を過ぎたところでTCAの人がのってる車に遭遇。お弁当を貰う 
秩父駅のそはで、世界三大珍味に値するはどのラーメン屋に遭遇。一生忘れられない（忘れ

たくても・・・）思い出となる。 
ブロックラリーに遅刻して磯部さんと林さんが参加、太田さんと私は輪行で帰宅した。楽し

くツラい一日であった。 
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    ‘９６ＴＣＡラリー in 山梨 
        ～ワインと日本酒の旅～ 〈平成８年10月12目～13日〉 
 
［参加者－12名］ 
 会津道夫、赤沼昇一、池田 宰、石村速堆、磯部光博、太田大輔、川原信義、中島健二 
 中村洋一郎、永井 隆、山本進二郎、渡辺康堆 
 
レポート：会員 赤沼昇一 

▽第一日日 10月12日（土）－勝沼～③笹子峠越えコース～宿－ 
ＴＣＡのラリーに初めて参加させてもらうことになり、この日が来るのを楽しみにしていま

した。当日は、新宿駅７番ホーム8:10ホリデー快速ピクニック号で一路勝沼ぶどう郷へ。駅を
降り自転車を組み立て、いざ目の前の町営ぶどうの丘へ。感試飲と思いきや一人1,100円、前
は500円だったそうで高いのでパス。中央ブドー酒へ、ここではブドー酒倉の中で5分程ブドー
酒や酒税の話を聞き（早く試飲がしたいなーと思いつつ）さーの飲むぞー、30分位ワインをい
ただきました。（うまかった！）ほろ酔いで10分位走り、観光ぶどう顔でサービスワインを飲
み、ほうとうを食べ甲州街道より①新笹子トンネル(7名)、②大鹿峠(2名)、③笹子峠(3名)、
の３コースに分かれた。私は笹子峠へ、道はそれ程きつくなく、40分位で峠へ着く。ここで
ティータイム（コーンスープごちそうさまでした）。下りはあっという間に甲州街道に、笹一
酒造に寄りまたまた試飲と酒まんじゅうひとつ食べ甲州街道より左に曲り5％～6％位の上りを
標高700mの民宿「板屋」へ。今日一番辛かった。6時頃到着。大鹿峠組は雨に降られて7時到着。
みんな揃ってカンパイ、今日は楽しい一日でした。皆さんありがとうございました。 
 

大峠越えサイクリングと出張自転車乗り方教室 
～ＴＣＡラリーｉｎ山梨に参加して～ 

レポート＝会員 川原信義 
▽第二日日 10月13日（日）大峠越え―（越えてから途中で戻る）―大月 
夕べの雨もけさはカラッと青空。朝食後にぎりめしを持って出発。二人は都合で直接中央線

へ。残る10人は大峠へ向かう。2時間20分で峠着。結構きつい登りだ。ここは雁が腹摺山への
登山口。峠から小金沢渓谷方面へ下る。5、6分ほど一気に下ったところで遮断機に止められる。
警備員がどうしても通してくれない。わき道もなくあきらめて下ってきたコースをまた戻る。
これは一応峠越えをしたことになるか？。峠で一休み後、爽快なダウンヒルを楽しむ。下り
きって大月駅へ向かう。駅前で輸行作業をしていると、そばで母親が子供に自転車の乗り方を
教えている。見かねてわがインストラクターが登場。両ペダルをとりはずして説明、指導をす
る。時間がなく中途半端で引き上げたが、母親が感激して缶ジュースをくれた。出張自転車乗
り方教室は不満足ではあったが、その存在を地方でＰＲできたと思う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
①新笹子トンネル、 
②大鹿峠のレポートは、 
次号に掲載します。 


